
人
ニ
シ
テ
昨
年
度
二
比
ス
レ
バ
十
九
人
ヲ
減
セ
リ

生
徒
中
學
術
品
行
共
二
優
等
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
撰
ヒ
明
治
柑
六
年
九
月
ョ
リ
向
一

學
年
間
ノ
授
業
料
ヲ
免
除
シ
特
待
生
ヲ
命
シ
タ
ル
モ
ノ
十
七
人
ア
リ

生
徒
中
最
モ
勤
勉
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
撰
ヒ
之
ヲ
表
彰
セ
ン
為
メ
卒
業
証
書
授
興
式

場
二
於
テ
精
勤
証
書
ヲ
興
ヘ
タ
ル
モ
ノ
三
十
九
名
ア
リ
テ
前
年
度
二
比
ス
ル

ニ
三
十
名
ノ
多
キ
ヲ
見
ル
ハ
喜
フ
ペ
キ
現
象
ナ
リ
ト
ス

宜
業
學
校
数
員
養
成
規
定
二
依
リ
テ
生
徒
二
學
資
ヲ
補
給
セ
ラ
ル
、
ハ
昨
年

度
ノ
如
ク
計
五
人
ア
リ
明
治
三
十
七
年
七
月
卒
業
ス
ヘ
キ
生
徒
ヲ
シ
テ
宜
地

ニ
就
キ
テ
研
究
修
學
セ
、
ソ
ム
ル
為
メ
―
―
―
十
六
年
九
月
末
ョ
リ
十
月
初
旬
二
至

ル
追
十
七
日
ヲ
以
テ
嘱
託
赦
員
一
人
書
記
一
人
ヲ
シ
テ
生
徒
ヲ
引
率
セ
シ
メ

京
都
奈
良
二
出
張
ヲ
命
、
ソ
タ
ル
コ
ト
前
年
二
同
シ

本
校
生
徒
ハ
皆
自
費
通
學
ナ
ル
ヲ
以
テ
寄
宿
生
二
関
ス
ル
事
項
ノ
申
報
ス
ベ

キ
モ
ノ
ナ
シ

将
来
施
設
上
必
要
卜
認
ム
ル
件

本
項
二
於
テ
申
請
ス
ル
モ
ノ
ハ
両
三
年
来
開
陳
シ
テ
御
詮
考
ヲ
須
ッ
モ
ノ
ナ

レ
ド
モ
留
學
生
ノ
毎
年
―
二
名
ヲ
派
遣
七
ラ
ル
、
ノ
外
未
夕
宜
施
セ
ラ
レ
ズ

甚
遺
憾
ト
ス
ル
慮
ナ
リ
速
二
施
設
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
切
望
二
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ

其
要
領
ヲ
記
セ
バ
左
ノ
如
、
ソ

〔
以
下
、
外
国
留
学
生
派
遣
、
外
国
人
教
師
招
聘
、
建
築
科
新
設
、
製
版
科
新
設
、

図
画
師
範
科
新
設
、
美
術
工
芸
科
応
用
化
学
教
室
新
設
、
参
考
品
陳
列
館
お
よ
び
図

書
館

・
奈
良
研
究
所

・
生
徒
成
績
品
陳
列
室
の
新
設
、
校
舎
改
築
、
講
義
室
増
築
、

雨
天
体
操
場
新
設
、
教
授

・
助
教
授
補
充
、
図
書
標
本
費

・
学
生
費
増
額
等
の
諸
要

請
に
つ
い
て
は
明
治
三
十
五
年
度
の
報
告
と
ほ
ぽ
同
文
で
あ
る
た
め
省
略
。〕

内
規
等
の
改
正

（
「
各
科
授
業
要
旨
」
の
改
正
）

内
規
に
属
す
る
「
各
科
授
業
要
旨
」

(166
頁
参
照
）
に
は
こ
の
明
治
三
十
六
年
に
改

正
が
加
え
ら
れ
、
日
本
画
科
と
西
洋
画
科
の
分
が
大
幅
に
修
正
さ
れ
て
次
の
よ
う
に
な

こ。f
 

っ

解説

第
木五石掲収錯錯住日錨日

製聾 回 税鐵銅 比 比 品
内膏 ー 吉谷銅谷
帖勧國 刀,......目 ァフ 公 公

形 製場吏！ィ神園虎固

盆業 制ク＊社了鶴

屏小博會覧人園服 ｀ノ扁ク置噴
固燈置 電 水 名

風牌賞物按按柱物額燈柱 場器

゜
敷

五
九 批
一九五 ニ ニー―-0 - -

本年度同年度未竣前々 同 同 本年度 同 本年度 同 同 同 年度即 闘
未竣 同竣同同同同同竣 塁竣

工工 工 工 工工

日國内五第都京高 本日 東京 東京 仙早海道北東黒福岡縣東京
依

本博会事覧回 税 波見樽小京田＝ 市
等勧務電 市面鎖炭 所役水 託

銀 直學業監督局 燈太弥役恒
銀會 道 者

行務局校行 祉郎吉所馬部

雑
件生
徒
ノ
宜
瞼
ノ
資
二
供
ス
ル
為
メ
諸
向
ノ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
、
ッ
タ
ル

モ
ノ
、
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
畢
ク
レ
バ
左
ノ
如
シ

依
嘱
製
作
品
一
覧
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日
本
齋
科

日
本
甕
科
ノ
数
室
ハ
五
ア
リ
テ
毛
筆
聾
ヲ
数
フ

怠
生
、
新
按
、
岡
按
ノ
五
ト
ナ
シ
別
二
郊
外
窯
生
ヲ
ナ
サ
シ
ム

ヲ
用
器
驚
法
及
美
術
解
剖
ト
ス

模
窯
及
臨
盟
ハ
本
校
教
授
ノ
班
キ
タ
ル
モ
ノ
及
古
来
名
家
ノ
筆
蹟
二
係
ル
モ
ノ
ノ
簡

易
ナ
ル
モ
ノ
ョ
リ
漸
次
複
雑
ナ
ル
モ
ノ
ニ
移
リ
主
ト
シ
テ
其
着
想
並
二
運
筆
ノ
法
ヲ

修
得
セ
シ
ム
豫
備
ノ
課
程
ョ
リ
本
科
四
年
マ
デ
之
ヲ
課
ス

窟
生
ハ
初
メ
草
木
花
宜
ヲ
以
テ
ッ
次
デ
贔
魚
禽
獣
ヲ
数
室
二
致
シ
或
ハ
動
物
園
二
就

キ
テ
之
ヲ
｛
島
サ
シ
ム
其
技
ノ
漸
ク
熟
ス
ル
ニ
及
ビ
生
人
も
で
る

二
及
ボ
シ
本
邦
古

来
ノ
甲
胄
ヲ
著
七
シ
メ
或
ハ
装
束
ヲ
為
サ
シ
メ
若
ク
ハ
嘗
世
ノ
服
装
ヲ
窪
サ
シ
メ
以

テ
有
職
故
買
ノ
宜
作
卜
縛
彩
配
色
ノ
手
法
卜
物
象
ヲ
正
確
二
描
寓
ス
ル
法
ト
ヲ
放
フ

是
亦
豫
備
ノ
課
程
ョ
リ
本
科
四
年
マ
デ
之
ヲ
課
シ
又
別

二
物
象
ヲ
正
確
二
描
窯
ス

ル
練
習
ノ
為
ニ
―
學
年
間
毛
筆
聾
時
間
ヲ
割
キ
テ
木
炭
甕
ヲ
修
メ
ッ
ム

新
按
ハ
既
二
學
修
ッ
ク
ル
模
篤
臨
聾
及
寓
生
ノ
カ
ヲ
應
用
シ
課
題
二
依
リ
テ
各
自
ノ

意
匠
ヲ
須
ヰ
新
作
七
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
科
第
一
年
ョ
リ
第
四
年
マ
デ
之
ヲ
課
ス

殊
二
第
四
年
二
於
テ
ハ
主
ト
シ
テ
カ
ヲ
新
按
二
注
ガ
シ
メ
其
間
二
於
テ
模
寓
、
臨

窟
、
窯
生
ヲ
課
シ
叉
卒
業
製
作
ヲ
ナ
サ
ッ
ム

園
按
ハ
草
木
菓
宜
ノ
簡
易
ナ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
漸
次
複
雑
ナ
ル
モ
ノ
ニ
及
ボ
シ
箱
甕
ノ
カ

ヲ
應
用
シ
テ
模
様
器
物
ノ
闘
按
ヲ
作
ラ
シ
ム
第
一
年
ョ
リ
第
三
年
マ
デ
之
ヲ
課
ス

校
外
寓
生
ハ
数
員
二
於
テ
其
日
卜
場
所
ヲ
撰
ピ
テ
生
徒
ヲ
引
率
シ
又
ハ
商
＿意
二
生
徒

ヲ
シ
テ
隧
慮
二
其
風
景
ヲ
寓
生
セ
シ
メ
成
績
ヲ
徴
ス

西
洋
甕
科

西
洋
聾
科
ハ
分
チ
テ
五
数
室
ト
シ
主
ト
ッ
テ
木
炭
聾
、
油
盤
ヲ
数
授
シ
叉
鉛
筆
盟
水

彩
霊
ヲ
併
セ
授
ク
而
シ
テ
特
二
課
ス
ル
學
科
ヲ
用
器
甕
法
、
美
術
解
剖
ト
ス

第
一
数
室
ハ
西
洋
盟
豫
備
之
課
程
生
徒
、
同
第
一
年
、
其
他
彫
刻
科
、
鍛
金
科
、
錨

金
科
二
入
ル
ペ
キ
豫
備
之
課
程
生
徒
ヲ
牧
容
シ
木
炭
甕
ノ
描
法
ヲ
授
ク
ル
所
ナ
リ

其
授
業
ヲ
分
チ
テ
模
窯
、
臨
聾
、

特
二
課
ス
ル
學
科

0
前
琥
掲
載
後
に
於
け
る
職
員
の
動
静
左
の
如
し
。

而
シ
テ
豫
備
之
課
程
二
於
テ
ハ
生
徒
技
能
ノ
程
度
二
應
ツ
木
炭
ヲ
以
テ
標
本
ノ
臨
窯

石
背
像
ノ
窃
生
等
ヲ
ナ
サ
シ
メ
第
一
年
二
至
リ
テ
ハ
石
行
像
窯
生
二
加
フ
ル
ニ
人
腔

窯
生
ヲ
以
テ
ッ
叉
鉛
箪
、
水
箱
具
、
油
籍
具
ニ
テ
静
物
、
風
景
ヲ
盟
ヵ
シ
ム

第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
ノ
数
室

ハ
西
洋
證
科
第
二
年
、
第
三
年
、
第
四
年
及
研

究
科
生
徒
ヲ
牧
容
シ
木
炭
、
油
紺
具
ヲ
以
テ
人
燈
ノ
窯
生
ヲ
ナ
サ
シ
ム

年
ノ
進
ム
ニ
従
ヒ
漸
次
木
炭
盟
ノ
學
習
時
敷
ヲ
滅
ジ
加
フ
ル
ニ
油
綸
ヲ
以
テ
ス
要

ス
ル
ニ
木
炭
甕
ノ
目
的
ハ
形
鉢
ヲ
正
確
二
描
寓
ス
ル
ニ
在
リ
テ
油
粛
ノ
階
梯
タ
ル
ニ

過
ギ
ザ
レ
バ
ナ
リ
叉
別
二
第
二
年
二
於
テ
ハ
鉛
筆
ヲ
以
テ
人
物
姿
勢
ノ
速
窟
ヲ
ナ

サ
シ
メ
水
箱
具
、
油
綸
具
ヲ
以
テ
静
物
及
風
景
ヲ
｛
島
生
七
シ
ム
第
三
年
二
於
テ
ハ

前
學
年
二
同
ジ
ク
鉛
筆
聾
、
人
物
姿
勢
速
篤
ヲ
授
ヶ
普
通
ノ
静
物
窯
生
二
代
フ
ル
ニ

被
服
ノ
模
様
、
徽
襲
ノ
寓
生
ヲ
以
テ
ス
而
シ
テ
風
景
窯
生
ニ
ハ
油
籍
具
ノ
ミ
ヲ
使

用
セ
シ
メ
時
々
風
俗
、
歴
史
ノ
課
題
ニ
ョ
リ
テ
水
箱
具
、
油
箱
具
ヲ
以
テ
構
固
ヲ
ナ

サ
シ
ム
第
四
年
二
於
テ
ハ
木
炭
、
水
捨
具
ニ
テ
器
物
、
花
升
、
人
物
ヲ
窯
生
七
シ

メ
コ
レ
ニ
墟
リ
テ
更
二
装
飾
的
構
圏
ヲ
ナ
サ
シ
メ
以
テ
前
學
年
ノ
被
服
窯
生
二
代
フ

鉛
筆
證
人
物
姿
勢
速
窪
、
油
箱
風
景
、
課
題
風
俗
歴
史
班
ハ
前
學
年
二
同
ジ

以
上
ノ
各
學
年
二
於
テ
ハ
既
二
學
習
シ
タ
ル
課
目
二
封
シ
一
學
年
間
二

三
回
ノ
競
技

ヲ
施
行
シ
技
能
ノ
優
劣
ヲ
判
定
ス

こ
の
ほ
か
に
彫
刻
科
の
分
の
「
塑
土
（
原
名
プ
ラ
ス
テ
リ
ナ
）
」
の
箇
所
が
「
塑
土
」

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
ー
七
。

M
.
-＿一六
・
一
・三
一
〕

の
み
と
な
り
、
漆
工
科
の
学
科
に
「
蒔
絵
製
作
法
」
が
追
加
さ
れ
た
。

而
ッ
テ
學
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